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松
平
家
・
黒
田
家
旧
蔵
資
料
受
贈
記
念
速
報
展

「
明
石
藩
の
世
界
」

河
野
　
未
央

は
じ
め
に

　

松
平
家
・
黒
田
家
旧
蔵
資
料
受
贈
記
念
速
報
展「
明
石
藩
の
世
界
」（
以

下
、速
報
展
）は
、明
石
市
立
文
化
博
物
館
に
て
平
成
二
四
年（
二
〇
一
二
）

九
月
八
日
〜
二
三
日
に
開
催
さ
れ
た
（
主
催
：
明
石
市
・
明
石
市
立
文
化

博
物
館
・
神
戸
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
・
日
本
陶

磁
協
会
明
石
後
援
会
、
同
時
開
催
：「
江
戸
時
代
の
や
き
も
の
」
展
）。

　

従
来
、
明
石
藩
に
関
す
る
歴
史
資
料
は
あ
ま
り
多
く
知
ら
れ
て
は
い

な
か
っ
た
。
そ
う
し
た
な
か
で
旧
明
石
藩
主
で
あ
る
松
平
家
と
、
そ
の

家
老
で
あ
っ
た
黒
田
家
に
伝
来
す
る
お
よ
そ
一
七
〇
〇
点
の
資
料
が
平

成
二
三
年
に
明
石
市
に
寄
贈
さ
れ
た
こ
と
を
機
に
、
調
査
研
究
が
進
め

ら
れ
た
こ
と
は
、
今
後
明
石
藩
史
研
究
の
進
展
が
期
待
で
き
る
た
い
へ

ん
意
義
あ
る
出
来
事
で
あ
っ
た
。
神
戸
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
地

域
連
携
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
セ
ン
タ
ー
）
は
、
同
二
三
年
よ
り
明
石
市

か
ら
の
受
託
事
業
と
し
て
明
石
藩
黒
田
家
関
連
資
料
群
の
目
録
作
成
業

務
を
実
施
し
て
き
た
が
、
今
回
の
速
報
展
は
、
目
録
作
成
に
と
も
な
っ

て
進
め
ら
れ
た
セ
ン
タ
ー
の
調
査
成
果
を
い
ち
は
や
く
市
民
に
伝
え
る

た
め
の
、ま
さ
し
く
「
速
報
」
と
し
て
位
置
づ
く
も
の
で
あ
る
。
以
下
、

速
報
展
を
中
心
に
展
示
内
容
を
紹
介
し
て
い
き
た
い
。

一
　
展
示
レ
イ
ア
ウ
ト

　

主
催
者
挨
拶
文
等
に
よ
れ
ば
、
基
本
的
に
速
報
展
で
展
示
さ
れ
た
の

松平家・黒田家旧蔵資料受贈
記念速報展

「明石藩の世界」

会期　2012 年 9月 8日～ 23日
会場　明石市立文化博物館
主催　明石市・明石市立文化博物

館・神戸大学大学院人文学
研究科地域連携センター・
日本陶磁協会明石後援会
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は
資
料
群
の
一
部
、さ
ら
に「
比

較
的
保
存
状
態
の
良
い
も
の
」

と
い
う
限
定
が
あ
っ
た
よ
う

だ
。
そ
う
し
た
制
限
が
あ
り
な

が
ら
も
、
筆
者
は
、
展
示
全
体

を
な
が
め
た
と
き
、
寄
贈
さ
れ

た
松
平
家
・
黒
田
家
両
資
料
群

に
つ
い
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
「
群
」

の
全
容
と
性
格
を
伝
え
る
こ
と

に
成
功
し
て
い
る
と
の
印
象
を

受
け
た
。
こ
う
し
た
資
料「
群
」

を
意
識
さ
せ
る
手
法
は
、「
ア
ー

カ
イ
ブ
ズ
展
示
」
の
手
法
と
し

て
も
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
。

　

会
場
内
の
レ
イ
ア
ウ
ト
は
、

移
動
式
の
展
示
ケ
ー
ス
が
壁
面

に
一
二
、
中
央
に
三
台
と
非
常

に
シ
ン
プ
ル
に
、
お
お
む
ね
以

下
の
と
お
り
に
構
成
さ
れ
る
。

（
Ⅰ
〜
Ⅴ
の
数
字
は
筆
者
が
便
宜

上
記
し
た
も
の
）

Ⅰ　

松
平
家
旧
蔵
文
書
①
②

Ⅱ　

黒
田
家
旧
蔵
文
書
①
②
③

Ⅲ　

松
平
家
旧
蔵
資
料

Ⅳ　

黒
田
家
旧
蔵
資
料
（
武
具
）

Ⅴ　

黒
田
家
旧
蔵
資
料
（
生
活
道
具
な
ど
）

　

Ⅰ
・
Ⅱ
で
は
、「
松
平
家
年
譜
」（
松
平
家
資
料
、以
下「
松
」と
の
み
記
す
）

な
ど
松
平「
家
」の
基
礎
資
料
の
ほ
か
、「
明
石
藩
江
戸
藩
邸
日
記
」（
松
）、

「
御
留
守
居
日
記
」（
黒
田
家
資
料
、以
下
「
黒
」
と
の
み
記
す
）、「
者
頭
控
」

（
黒
）
な
ど
江
戸
時
代
後
期
〜
幕
末
期
を
中
心
と
し
た
藩
政
資
料
を
紹

介
し
て
い
る
。
Ⅲ
〜
Ⅴ
で
は
、美
術
工
芸
品
等
の
モ
ノ
資
料
が
中
心
で
、

挟
箱
（
松
）・
陣
羽
織
（
松
）・
陣
幕
（
黒
）・
火
事
頭
巾
（
黒
）
な
ど
の

ほ
か
、
太
刀
・
脇
差
・
鉄
炮
等
の
武
具
（
黒
）
や
貝
あ
わ
せ
・
矢
立
・
簪
・

虫
籠
・
煙
管
等
の
日
用
品
類
（
黒
）
が
あ
る
。

　

注
目
し
た
い
の
は
、
状
態
の
悪
さ
ゆ
え
に
今
回
は
展
示
で
き
て
い
な

い
絵
画
類
に
つ
い
て
も
、
パ
ネ
ル
を
作
成
し
、
紹
介
し
て
い
る
点
で
あ

る
。「
松
平
家
資
料
・
黒
田
家
資
料
と
は
ど
う
い
っ
た
も
の
で
構
成
さ

れ
て
い
る
の
か
」
と
い
う
こ
と
を
ま
ず
伝
え
た
い
と
い
う
担
当
者
の
意

展示会場のようす
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図
は
、
出
陳
さ
れ
て
い
な
い
絵
画
類
へ
の
言
及
か
ら
も
強
く
感
じ
ら
れ

た
。

二
　
解
説
資
料
に
つ
い
て

　

壁
面
に
設
置
さ
れ
た
展
示
ケ
ー
ス
に
は
、
概
ね
一
台
ご
と
に
一
〜
二

枚
の
解
説
パ
ネ
ル
が
掲
げ
ら
れ
、
展
示
ケ
ー
ス
内
の
資
料
の
概
要
等
を

説
明
し
て
い
る
。
展
示
ケ
ー
ス
内
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
は
基
本
的
に
は
展

示
資
料
名
、
資
料
群
名
（
松
平
家
資
料
・
黒
田
家
資
料
）、
年
代
等
の
（
お

そ
ら
く
意
図
的
に
）
必
要
最
小
限
の
情
報
に
と
ど
め
て
あ
る
。
ケ
ー
ス

内
に
配
置
さ
れ
た
展
示
資
料
数
が
や
や
多
い
こ
と
か
ら
の
配
慮
で
あ
ろ

う
が
、モ
ノ
と
情
報
と
の
バ
ラ
ン
ス
は
非
常
に
よ
く
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

な
お
、「
群
」
と
し
て
の
情
報
を
伝
え
る
手
段
が
、
パ
ネ
ル
デ
ザ
イ

ン
の
中
に
一
種
の
「
遊
び
心
」
の
よ
う
な
感
覚
で
盛
り
込
ま
れ
て
い
る

点
も
見
逃
せ
な
い
。
松
平
家
資
料
に
関
す
る
説
明
パ
ネ
ル
の
背
景
に
は

松
平
家
の
家
紋
が
、黒
田
家
資
料
に
関
す
る
説
明
パ
ネ
ル
の
背
景
に
は
、

黒
田
家
の
家
紋
が
さ
り
げ
な
く
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
資
料

に
付
さ
れ
て
い
る
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
も
松
平
家
資
料
に
関
し
て
は
緑
、
黒

田
家
資
料
に
関
し
て
は
赤
の
ラ
イ
ン
が
引
か
れ
て
お
り
、両
者
の
「
群
」

と
し
て
の
区
別
は
視
覚
的
に
も
強
調
さ
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
こ
う
し

た
意
図
が
ど
こ
ま
で
観
覧
者
に
伝
わ
っ
て
い
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
は

少
し
気
に
か
か
っ
た
点
で
あ
る
。

　

な
お
、
会
場
で
は
「『
明
石
藩
の
世
界
』
展
示
資
料
解
説
」
が
配
布

さ
れ
て
い
る
（
以
下
、
配
布
資
料
）。
資
料
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
は
シ
ン
プ
ル

で
あ
っ
た
が
、こ
う
し
た
展
示
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
で
控
え
ら
れ
た
情
報
は
、

配
布
資
料
に
あ
ま
す
と
こ
ろ
な
く
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
間
積
み
上
げ

ら
れ
た
「
研
究
成
果
」
は
、
ま
さ
に
こ
の
資
料
に
集
約
さ
れ
て
い
る
と

言
え
る
。
そ
の
充
実
ぶ
り
は
、
こ
の
配
布
資
料
の
内
容
に
展
示
資
料
写

真
が
掲
載
さ
れ
、
参
考
文
献
等
が
加
わ
る
な
ど
本
の
体
裁
を
整
え
れ
ば

す
ぐ
に
『
図
録
』
と
し
て
刊
行
で
き
る
と
思
わ
せ
る
ほ
ど
だ
。

　

こ
れ
ほ
ど
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
内
容
を
も
つ
資
料
「
群
」
に
つ
い

て
、
お
そ
ら
く
は
あ
ま
り
長
い
と
は
言
え
な
い
研
究
期
間
で
も
っ
て
、

こ
こ
ま
で
内
容
を
充
実
さ
せ
た
展
示
担
当
者
の
力
量
に
は
心
底
感
服
せ

ざ
る
を
え
な
い
。

三
　
関
連
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て

　

速
報
展
の
開
催
期
間
中
は
、
配
布
資
料
作
成
に
関
わ
っ
た
前
田
結
城

氏
の
講
演
「
黒
田
家
文
書
「
日
記
」
か
ら
み
え
る
幕
末
の
明
石
藩
」
が

開
催
さ
れ
た
（
九
月
一
五
日
／
於
文
化
博
物
館
二
階
大
会
議
室
）。
筆
者
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は
残
念
な
が
ら
講
演
会
に
参
加
で
き
な
か
っ
た
が
、
会
場
は
満
員
で
盛

況
だ
っ
た
旨
を
伝
え
聞
い
て
い
る
。

　

ま
た
、
木
村
修
二
氏
は
、
開
期
中
可
能
な
限
り
会
場
へ
足
を
運
び
、

随
時
展
示
解
説
を
実
施
し
た
と
い
う
。
筆
者
が
観
覧
し
た
際
も
木
村
氏

に
解
説
い
た
だ
い
た
。

　

観
覧
者
に
展
示
担
当
者
の
「
顔
」
が
見
え
る
こ
と
、
対
話
的
で
あ
る

こ
と
の
重
要
性
は
、
博
物
館
展
示
の
実
践
に
お
い
て
も
す
で
に
指
摘
が

あ
り
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
や
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
さ
ら
に
は
展
示
を
活
用

し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の
実
践
は
、
様
々
な
博
物
館
で
意
欲
的
に

取
り
組
ま
れ
て
い
る（

１
）。

セ
ン
タ
ー
の
地
域
連
携
事
業
に
お
い
て
も
、
市

民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性
は
、
展
示
に
限
ら
ず
あ
ら
ゆ

る
実
践
の
場
に
お
い
て
重
視
す
る
姿
勢
が
貫
か
れ
て
お
り
、
今
回
の
展

示
解
説
も
ま
た
同
様
の
ス
タ
ン
ス
に
た
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し

な
が
ら
、
博
物
館
で
は
展
示
担
当
者
（
学
芸
員
）
が
一
日
展
示
会
場
に

は
り
つ
き
、観
覧
者
へ
様
々
に
対
応
す
る
こ
と
は
、じ
つ
は
と
て
も
「
贅

沢
」
な
こ
と
で
あ
り（

２
）、

今
回
の
展
示
の
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
っ
た
と

思
う
。

お
わ
り
に

　

速
報
展
に
関
し
て
は
、
展
示
の
技
術
的
な
側
面
（
出
陳
さ
れ
た
資
料

の
配
置
バ
ラ
ン
ス
等
）
や
、
内
容
＝
「
研
究
成
果
」
の
ク
オ
リ
テ
ィ
は

非
常
に
高
か
っ
た
。

　

も
っ
と
も
展
示
と
配
布
資
料
の
み
を
通
じ
て
そ
の
「
研
究
成
果
」
を

観
覧
者
が
理
解
す
る
た
め
に
は
、や
や
高
度
な
歴
史
に
対
す
る
知
識
と
、

解
説
パ
ネ
ル
や
配
布
資
料
に
く
ま
な
く
目
を
通
す
努
力
が
要
求
さ
れ
る

こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
結
果
と
し
て
「
わ
か
る
人
だ
け
（
面
白
さ
が
）

わ
か
る
」
展
示
内
容
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
点
は
、
気
に
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
な
る
と
、
い
っ
た
い
「
誰
」
に
見
せ
る
た
め
の
展
示
企
画

だ
っ
た
の
か
と
い
う
、
甚
だ
根
本
的
な
疑
問
を
抱
か
ざ
る
を
え
な
い
か

ら
で
あ
る
。「
誰
」
に
見
せ
る
た
め
の
展
示
だ
っ
た
の
か
。
や
は
り
第

一
義
的
に
は
「（
す
ぐ
に
は
面
白
さ
が
）
わ
か
ら
な
い
人
」
も
含
め
た
「
明

石
市
民
」
で
は
な
い
の
か（

３
）。

　

そ
も
そ
も
、
日
本
の
歴
史
系
博
物
館
は
、「
敷
居
が
高
い
」「
楽
し
め

な
い
（
つ
ま
ら
な
い
）」
な
ど
と
い
っ
た
厳
し
い
批
判
に
さ
ら
さ
れ
続
け

て
い
る（

４
）。

こ
う
し
た
現
状
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
セ
ン
タ
ー
は
こ
れ
ま
で
兵

庫
県
内
の
各
地
（
神
戸
市
灘
区
篠
原
地
区
、
小
野
市
、
尼
崎
市
富
松
地
区

な
ど
）
に
お
い
て
、
様
々
な
館
・
施
設
、
団
体
と
協
力
し
、
市
民
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な
展
示
実
践
の
経
験
を
積
み
上
げ
て
き
た
。

そ
う
で
あ
り
な
が
ら
、
な
ぜ
今
回
は
こ
う
し
た
「
わ
か
る
人
だ
け
わ
か
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る
」
と
い
う
「
見
せ
方
」
に
と
ど
ま
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

筆
者
も
か
つ
て
セ
ン
タ
ー
研
究
員
で
あ
っ
た
の
で
、「
内
情
」
は
そ

れ
と
な
く
想
像
が
つ
く
。
セ
ン
タ
ー
の
展
示
担
当
者
は
、
当
該
展
示
以

外
に
も
多
く
の
事
業
や
仕
事
を
抱
え
な
が
ら
、
限
ら
れ
た
時
間
や
労
働

力
を
や
り
く
り
し
、「
汗
」
と
「
努
力
」
で
展
示
を
作
り
上
げ
、
や
っ

と
の
思
い
で
開
催
に
こ
ぎ
つ
け
た
の
だ
ろ
う
。
う
が
っ
た
見
方
を
す
れ

ば
、
明
石
市
と
の
事
業
が
単
年
度
契
約
で
あ
っ
た
り
、
明
石
市
立
文
化

博
物
館
が
指
定
管
理
者
に
よ
る
運
営
で
あ
っ
た
り
と
、
様
々
な
環
境
・

条
件
に
よ
り
、
時
間
的
制
約
が
ど
う
し
て
も
生
じ
て
し
ま
っ
た
の
か
も

し
れ
な
い
。

　

理
想
論
で
あ
る
こ
と
は
よ
く
よ
く
理
解
し
て
い
る
が
、
や
は
り
中
長

期
的
な
計
画
・
展
望
に
基
づ
い
た
、
コ
ン
セ
プ
ト
の
練
り
上
げ
や
コ
ン

テ
ン
ツ
の
作
成
、
関
連
イ
ベ
ン
ト
を
含
め
た
普
及
活
動
を
実
施
し
て
い

く
べ
き
だ
ろ
う
。

　

平
成
二
五
年
度
も
ま
た
継
続
し
て
「
企
画
展　

館
収
蔵
品
展
『
明

石
藩
の
世
界
Ⅰ

―
文
書
と
絵
画

―
』」（
開
期
：
二
〇
一
三
年
九
月

二
一
日
〜
一
〇
月
二
〇
日
）
が
開
催
さ
れ
る
と
聞
く
。
筆
者
と
し
て
は

速
報
展
で
の
「
振
り
返
り
」
を
も
と
に
、
今
年
度
の
展
示
に
お
い
て
新

し
い
切
り
口
で
の
「
見
せ
方（

５
）」

が
加
わ
っ
た
り
、
先
述
し
た
よ
う
な
展

示
室
で
の
「
対
話
」
が
充
実
し
た
り
す
る
こ
と
を
、
ぜ
ひ
と
も
期
待
し

た
い
。

註（
１
）　

た
と
え
ば
、
橋
本
雄
「
歴
史
展
示
、「
伝
え
る
こ
と
」
の
難
し
さ
」（『
歴
史

学
研
究
』
八
五
四
号
、
二
〇
〇
九
）
な
ど
。

（
２
）　

展
示
室
の
学
芸
員
の
常
駐
は
、
博
物
館
が
意
識
的
か
つ
「
組
織
的
に
」
取

り
組
ま
な
け
れ
ば
実
現
は
難
し
い
だ
ろ
う
。
実
践
例
は
、
た
と
え
ば
浜
口
哲

一
『
放
課
後
博
物
館
へ
よ
う
こ
そ

―
地
域
と
市
民
を
結
ぶ
博
物
館
』（
地

人
書
館
、
二
〇
〇
〇
）
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（
３
）　

た
と
え
ば
子
ど
も
が
対
象
に
入
っ
て
い
る
か
ど
う
か
で
、
お
そ
ら
く
「
見

せ
方
」
は
大
き
く
変
わ
る
で
あ
ろ
う
。

（
４
）　

た
と
え
ば
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
編
『
歴
史
展
示
と
は
何
か　

歴

博
フ
ォ
ー
ラ
ム
歴
史
系
博
物
館
の
現
在
（
い
ま
）・
未
来
（
こ
れ
か
ら
）』

（
二
〇
〇
三
）、 

同
『
歴
史
展
示
の
メ
ッ
セ
ー
ジ　

歴
博
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
歴
史
展
示
を
考
え
る

―
民
族
・
戦
争
・
教
育
」』（
二
〇
〇
四
） 

や
、『
歴

史
学
研
究
』
八
五
四
号
・
八
五
五
号
（
二
〇
〇
九
）
に
お
け
る
「
特
集　

博

物
館
展
示
と
歴
史
学

―
展
示
叙
述
の
可
能
性 

」（
１
）（
２
）
な
ど
に
お

い
て
挙
げ
ら
れ
た
課
題
の
数
々
は
、
現
在
も
な
お
歴
史
系
博
物
館
が
直
面
す

る
問
題
群
で
あ
る
。

（
５
）　

見
せ
た
い
観
覧
者
が
「
誰
」
か
を
具
体
的
に
想
定
す
る
こ
と
で
、
た
と
え

ば
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
に
記
す
資
料
タ
イ
ト
ル
の
つ
け
方
や
解
説
も
変
わ
っ
て
く

る
（
安
村
敏
信
『
美
術
館
商
売　

美
術
な
ん
て
…
と
思
う
前
に
』
勉
誠
出
版
、

二
〇
〇
四
、
神
戸
市
立
博
物
館
図
録
『
南
蛮
美
術
企
画
展　

若
芝
と
鶴
亭

―
黄
檗
宗
の
画
家
た
ち

―
』
二
〇
一
一
等
参
照
）。


